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 「占領」とはなにか、ＧＨＱによる日本占領のメカニズム 

 「進駐軍」と呼んだのはなぜか 
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 占領軍の３つの種類（実戦部隊、情報部、軍政部） 

 軍政部の任務、名称、隊長、事務所、住居 

 軍政レポートとはどういう資料か 

 軍政レポートにはなにが書かれているか 
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占領軍の鳥取県内進駐に関する整理メモ 

2017/07/01 県史編さん室 西村 

 

１ 実行部隊（Tactical Troop） 

 

［県側の受入準備］ 

45.9.13 中国総監府（広島）で進駐軍受入協議。鳥取県から森本警察課長出席。県

庁内に「県連絡本部分室」を設置（倉光総務課長以下職員 16 名。総務係・

宿営係・物資係） 

45.10.16 「連合軍進駐協力隊動員要綱」制定（鳥取 5000 人、米子 6500 人/日動員

予定） ※以上『鳥取県警察史』 

 

岩倉兵舎 

45.10.28 米第 6軍第 10軍団第 24 師団情報官ラスボン中佐一行 6名米子到着。県内

巡視（県庁、飛行場、道路、港湾、大山）。11.6 離県。 

45.10.29 岩倉兵営の接収のため同師団第 21 聯隊オスボン少佐 Major Henry 

H.Osborne 以下 197 名が鳥取駅に到着。事務所は県庁内、宿舎は岩倉兵

営。11.15 離県。 

46.04.25 英印パンジャブ聯隊第５大隊先遣隊 110 人が到着し岩倉兵舎跡に進駐。 

46.05.20 英印パンジャブ聯隊第５大隊本隊？人が到着 

   47.08.15インド独立→インド兵は 10月までに撤退 

 

美保航空隊 

45.11.02 元海軍美保基地の接収準備のためコード代将が米子到着。 

45.11.03 元海軍美保基地の接収準備のためウォーター中将・ガ○○軍曹が米子到着 

45.11.04 中北条海軍施設部通信基地、倉吉地方分散糧秣庫を鳥取米子の部隊が接収 

45.11.12 第 10 軍団第 24師団第 3 聯隊パーン大佐以下 160 名が進駐。 

46.03.30 英連邦航空隊先遣隊 10 人が到着 

46.05.20 英連邦本隊（クリスティ大佐）が進駐（米軍は熊本に移駐） 

     イギリス空軍第 11 飛行中隊・第 17飛行中隊、インド空軍第 4 飛行中隊 

48.04.01  第 34 オーストラリア歩兵旅団が管轄（常駐せず） 

48.05.07 米軍に引渡し  ※以上、県史及び千田武志「英連邦軍の日本進駐と展開」 

 

○附属部隊の進駐 

食糧供給部隊 

46.04.21 英印補充部隊米子第 56 印度混成中隊が永興産業株式会社を接収（島根・

鳥取駐屯英印軍食糧供給部、トイードル大尉） 

憲兵隊 

46.05.10 英空軍第 22 憲兵隊（保安部）米子分遣隊が米子経済部を接収（第 76英帝

国調査保安部） 

 

２ 対敵諜報隊（Counter Intelligent Corps ; CIC）→「情報部」と通称 

45.10.29 事務所を県庁・観光ホテルに置き事務を開始。 

46.04.03 事務所として木村清一居宅を接収（5.21移転） 
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３ 軍政部（Military Government Units） 

 

鳥取軍政部の活動時期区分 

時期 ［第１期］  ［第 2期］ ［第 3期］ 

期間 45.12-46.6 46.7-49.6 49.7-49.11 

体制 軍政中隊 軍政部 民事部 

 

［第１期］1945.12-1946.6 

・軍政の準備 

45.12下 オスボン少佐が第 76 軍政中隊（鳥取・島根）付となり鳥取分遣隊を指揮。

スタッフは将校 6名・下士官 16名。 

46.1.10 県庁内駐屯事務を開始 

46.02 第 76 軍政中隊鳥取分遣隊は第 36 軍政中隊（岡山）に編制替えとなり、鳥

取にサリバン大尉 Captain J.B Sullivan と４人の下士官が着任。（※オス

ボン少佐は島根軍政部へ？） 

46.3.18 軍政事務所と宿舎をベネット氏Mr.Bennet所有の元宣教師宅（後に鳥取市

西町柴田俊太郎宅：県史）へ移転。 

46.6.28 サリバン大尉がアリマ中尉 Lt James K.Arima と交代。 

 

［第２期］1946.7-1949.6 

46.7.13 第 36 軍政中隊からアリマ中尉と 6 名の下士官が派遣される。9 日後の

（7.22）にノーラン少佐 Major Willis Nolan が軍政隊長として着任。 

46.7-8 軍政部職員増員。事務所を大日本教育会鳥取支部（教育会館）２階へ移転。 

46.12 モータープールを設置し鳥取軍政隊の完成 

47.01 将校の住居を上町の邸宅に移転。下士官居宅（元宣教師邸）は 5 月 4 日の

火災で焼失したため（情報部が入っている）観光ホテル 2 階に移転。 

47.05.31 ヴァンダーツィープ中佐 Lt Col Phillip J.Vander Zwiepが軍政隊長に着任 

※47.06 以後軍政部隊の家族が続々と来県し上町地区の邸宅を接収。占領期間を通して米国人と英

国人は協調的で BCOF地域（？）においても共同作業を実施。 

48 冬 49 年にかけて大規模な人事異動。48.11.13 ヴァンダーツィープ中佐は ZI（？）に急遽

帰還し、後に配置換えとなったメイヤー少佐Major C.B.Myersが 11.13まで指揮をとる。 

49.01 家族用の新しい住居４棟が完成。全部で 10 軒の将校家族と 5 軒の下士官家族が駐在。

いずれも適度な家具と設備のある快適な住居で、余暇施設も徐々に改良。毎週の食糧補

給列車の運行が食糧生活を改良し、隔月の FX train（？） が一つのイベントだった。 

 

［第３期］1949.07-1949.11 

49.07 鳥取軍政部 the Tottori Military Government Team は、鳥取民事部 the 

Tottori Civil Affairs Team に再編された。 

※49 年の主な活動は、衆議院議員選挙の監視、主要食糧流通計画の監視、税徴収制度の監視、経

済安定９原則の履行を促すための日本人への指示・奨励。鳥取県内の共産党支持者は約 20％、

左翼主義者や労働組合による目立った暴動の例は見あたらず、散発も日本側当局によって統制。 

※49 年夏の終わり、同年末までにほとんどの部隊が帰還することが伝えられ、10 月 19 日に発出

された第 8 軍指令部一般指令第 147 号により 11 月 30 日の 24 時までに活動停止するよう求め

られた。急ぎ人員の移動が開始され、11 月 30 日にはすべて不在となった。 

※11 月中はわずかな残留メンバーが不動産や財産や記録類の処分におわれた。11 月 30 日以後は

センシング中佐 Lt Col Donald M.Sensing、アントレキン中尉 Lt William W.Entrekin、クル

ーガー氏 WOJG August F.Krueger が TDY（？）に残り、活動停止、記録類の仕上げをした。 



占領軍に関する記事一覧（日本海新聞　1945.8～1951.10）

掲載日 見出し

S20.09.04 連合軍進駐にも度を失せぬ用意

S20.09.10 進駐軍に接する場合は

S20.09.20 食肉は当分ご辛抱　進駐軍へ供給のため

S20.09.27 軍紀厳正―山口県警部補進駐軍を語る

S20.10.03 進駐軍専門のみやげ店開設―早くも米子市に準備

S20.10.14 民芸品など　進駐軍のお土産に併せて県下の産業再建―
県商経会から計画案を答申

S20.10.20 土産品など―慰安バザー　米子市・進駐軍受入れに万全

S20.10.22 郷土の工芸美術を探る（一）　好評博して海外へ　進駐軍の
お土産にも万点

S20.10.24 進駐軍来鳥の場合　鳥取市で協力隊など結成

S20.10.30 進駐軍二百名が昨日鳥取入り　駅頭に沸く朗らかな爆笑

S20.10.30 進駐軍迎へる学徒の心得

S20.10.31 紳士的な米進駐軍の態度 鳥取の第一夜

S20.11.01 吹っ飛んだ杞憂　鳥取市内の進駐軍朗景

S20.11.01 （写真）進駐軍の買い物風景（鳥取市若桜街道所見）

S20.11.01 闌秋の大山へ登る　米子進駐軍のラ中佐一行

S20.11.01 きのふ本社で会談―左側通行を厳に　進駐軍から市民に要
望S20.11.02 （写真）婦人衣裳を身につけて喜ぶ進駐兵（きのふ鳥取市若
桜街道筋の土産バザーにて）

S20.11.02 条件の良い進駐軍協力隊　無職者を優先的に選出する

S20.11.03 進駐兵は裾模様が好み　鳥取市の呉服屋さんホクホク

S20.11.03 （写真）美保飛行場を視察の米進駐軍第十軍団第二十四師
司令コード代将

S20.11.03 （写真）進駐軍点描

S20.11.04 進駐兵（鳥取市末広座前に拾つた街頭親善風景）

S20.11.04 親切な米軍将兵　掃除婦が語る宿舎の進駐軍

S20.11.05 鳥取署から注意―復員の軍装は止めよ　進駐兵の嫌ふこと
を避け！

S20.11.05 進駐兵は綺麗好き　石鹸持つてクリーニングに

S20.11.05 進駐軍中北條の軍施設接収

S20.11.05 大宅壮一氏の講演本社速記（上）無事進駐は天皇制の威
力　混乱してゐた軍の宣伝戦術

S20.11.06 忘えぬ味覚　進駐兵も蟹は大好き

S20.11.09 奇特な進駐兵　蟇口を交番へ

S20.11.11 米子に連合軍百六十名進駐

S20.11.22 進駐兵を慰安　女給サンの奉仕

S20.11.27 供出を防げるもの誰ぞ　因伯革新党の政策発表から波紋　
在鳥進駐情報官も注目

S20.11.28 大集合に注意！進駐軍司令官命令

S20.12.02 進駐軍慰安所　市民用も計画中

S20.12.19 クリスマス招待　鳥取市が進駐軍幹部を

S20.12.27 進駐軍の演劇検閲方針―剣劇も舞台に上演　但し民衆の
ために斬るもの

S20.12.28 進駐軍ストツプ　享楽街に立入禁止命令

S21.01.08 軍政中隊駐屯　鳥取・島根両県に

S21.01.13 販売品は価格を表示　十五日から県下一斉に実施　進駐軍
将兵の免税措置

S21.01.15 大工さん出動　進駐軍関係労務

S21.01.19 県通訳募集　米軍政官の専属

S21.01.27 ばらばら交通に　米軍政官から取締方指令

S21.01.29 進駐軍から鳥取署に　再び警告！！

S21.01.30 進駐軍の労務　特典つきの募集

S21.02.26 進駐軍慰安　特殊施設協会設立

S21.03.10 進駐軍の軍票　拒否せぬやう

S21.03.13 実弾射撃　進駐軍より市民に注意

S21.03.14 鳥取市民に進駐軍から注意

S21.03.20 お米も特配　進駐軍から　大工等募集

S21.03.25 米軍政中隊女給募集

S21.03.27 進駐軍の交渉　日商国際局が仲介

S21.04.06 不埒者を逮捕　進駐軍で窃盗

S21.04.19 英印軍鳥取にも進駐　五月中旬にパンジヤツプ部隊が

S21.04.23 強制的でない　進駐軍協力労務

S21.04.26 野珠仕合　一中クラブ　対進駐軍

S21.04.29 野球仕合　進駐軍対鳥取一中　七対二で鳥中に

S21.05.06 進駐軍向労務　市当局よりお答へ

S21.05.21 進駐軍に対する諸注意



占領軍に関する記事一覧（日本海新聞　1945.8～1951.10）

掲載日 見出し

S21.05.25 給与も引上げ　進駐軍労係務に常勤者を勧告

S21.05.29 進駐軍の街路行進　卅日鳥取市で展開さる

S21.05.31 南国情緒豊かに行進絵巻を公開　英印軍がきのふ鳥取で

S21.05.31 進駐軍労務　常時労務者倍加　これで割当半分

S21.06.01 温い進駐軍の好意　重病の婦人に救ひの手

S21.06.01 米在鳥進駐軍　英印軍と交替

S21.06.06 進駐軍設営用資材　生産促進に協力　命令の写しを県商工
課へ

S21.06.06 英印軍MP　治安維持に五日から出動！

S21.06.09 まだ足りない　進駐軍の労務者　最高金額一日三十七円！

S21.06.18 英占領軍総司令官　ロバートソン中将来鳥

S21.06.18 進駐軍の物品を買ふと罪　米子で最初の軍事裁判

S21.06.26 英印軍師団長来鳥

S21.07.05 牛馬を虐待せぬよう　進駐軍から禁止指令

S21.07.19 倒すな道路標示板　進駐軍から厳重警告

S21.08.03 死を防ぐためには抵抗　進駐軍将兵の犯罪事故防止へ　軍
政中隊から協力を要望

S21.08.05 汗と闘ふ学生の群　働いて書籍代　進駐軍労務に毎日五十
名S21.08.08 強制的かノーか　問題の種、進駐軍への労務

S21.08.17 九州・四国・本州南部に警報　進駐軍気象観測所

S21.08.17 町内割當の全廃へ　一ヶ月後には常用者だけ　進駐軍労務

S21.08.22 英聯邦軍の演習　米子附近の人はご注意

S21.09.02 占領六ヶ月英聯の報告　進駐兵力三万八千　地域も一島六
県二万平方哩に拡大

S21.09.02 占領軍向け用材完納促進

S21.09.05 進駐軍労組同盟を結成

S21.09.06 学校だより　多い米工生の進駐軍向労役勤務

S21.09.08 廿七圓に改正　進駐軍労務者

S21.09.10 進駐軍専用車に乗らぬやう

S21.09.14 高らかに親善のコーラス　英聯邦軍軍楽隊米子で慰問演奏

S21.09.21 進駐軍物資を所持したもの

S21.09.22 “注意して下さい”　進駐軍の免税要領変更

S21.09.25 両県連絡会議　進駐軍首脳部と

S21.09.29 三駅に占領軍婦人用待合室

S21.10.24 鳥取軍政部隊本部　𦾔俘虜に注意　現金引換に神戸に行っ
ては不可

S21.10.24 占領軍慰問の競猟大会　米子の猟友会

S21.10.27 前米軍捕虜に手形を支拂ふ　鳥取軍政部隊発表

S21.11.05 新日本の前進を祝福　自由と権利の付與　ノーラン少佐（鳥
取軍政中隊長）の祝辞

S21.11.15 バンジヤツブ第一聯隊第五大隊　英聯邦軍代表として東京
にS21.11.18 多い僞證明書　進駐軍を騙る不埒者に要心

S21.11.26 討論会は優秀　軍政部隊のアリマ中尉称讃

S21.12.01 “犯罪は利せず”　鳥取軍政部隊本部　隊長ノーラン少佐談

S21.12.05 防犯運動への進駐軍の協力　～空からパンフレット～

S21.12.08 神社の寄付　隣組で世話できぬ　宗教の自由阻むもの誰ぞ　
軍政部隊注意喚起

S21.12.26 クリスマスの幸運　バラック街の子供に菓子　軍政部隊のプ
レゼント

S21.12.27 航空隊施設を開放　現地進駐軍の好意

S21.12.28 連合軍から菓子　県下の全乳幼兒に贈物

S22.01.03 道は拓かれた　軍政部隊より新年の挨拶

S22.01.16 進駐軍迎えた大山　国際スキー風景を描く

S22.01.29 𦾔俘虜に支拂　鳥取軍政部隊で

S22.01.30 進駐軍茶会に学童招待　・男兒の感想　まるでおとぎの国　
・女兒の感想　食べ切れぬ甘いお菓子

S22.02.06 供米完納で再建！　進駐軍が全面的に協力

S22.02.07 兵舎附近の火気禁物　進駐軍から厳戒を要請

S22.02.11 アメリカの書籍貸與　鳥取軍政隊の好意で解放

S22.02.21 供米優秀　昨年末は全国第四位　続けよ勇気と精力　鳥取
軍政部隊チ大尉の賞詞　・阻む原因を探求　足踏み状態を
打開！S22.03.26 現金請求早く　軍政部隊で希望

S22.03.27 官庁の怠慢を報告せよ　軍政部代表会議　・末端への督励
が不充分　重大な官庁の役　・啓蒙すべきは他力本願　總
司令部の見解　・未完納農は放任出来ず　望月部長の明言

S22.04.17 英語会話援助　鳥取軍政部から

S22.06.06 禁固や重労働　占領軍物資所持者にお灸



占領軍に関する記事一覧（日本海新聞　1945.8～1951.10）

掲載日 見出し

S22.06.07 隣組制度　鳥取軍政部隊デリー氏声明　最後的抹殺に協力
せよ

S22.06.16 毎週を「安全週間」たらしめ　民衆の協力要望　鳥取軍政部
デーリー氏

S22.06.24 出来上がった教育画報　軍政部の肝入りで見事な内容

S22.06.27 寄附は自由意志　鳥取軍政部隊から注意

S22.08.13 軍政隊長聲明　消防手を表彰せよ　英雄的活動を激賞

S22.08.17 強化された人権の保護　軍政部発表

S22.08.19 顔を揃えた本県の占領下日本製輸出品　杞柳品など百余
点　きのうから鳥取で展示会

S22.09.27 新制中学について　軍政部アリマ中尉聲明　見失うな改革
の意義　障害、次第にに除かれん

S22.10.01 “熱心な鳥取県民”　初印象語るユ軍医中尉　軍政部衛生
将校更迭

S22.10.11 超越せよ政治的野心　超過供米は農民の誇り　バ軍政隊長
演説要旨

S22.10.11 洩なく受けよ　妊婦血液検査　軍政部聲明

S22.10.14 会期五日間延長さる　供出問題に軍政部再び発言　定例県
会　・ヤミ根絶せよ　ベ中尉要望す

S22.11.09 あなた方の赤十字　資金募集に協力を　鳥取軍政隊談話を
発表　・成績は悪い　まだ三万圓たらず

S22.11.23 割當未了甚だ遺憾！　鳥取軍政隊ついに警告

S22.11.30 火災を防げ　軍政隊聲明

S22.12.10 定時制高校に就て　軍政部聲明　教程平日制と同じ　教育
機会均等へ効果大

S22.12.11 まず住宅不足に　元軍隊兵舎の使用順　鳥取軍政隊ヴ隊
長示唆

S23.01.01 旅館、仕出屋など臨検　生鮮食料取締りに軍政部動く

S23.01.18 農業会愈よ解散　全会員出席せよ　財産処理は民主的に　
鳥取軍政部声明

S23.01.21 鮮魚廿貫を押収　軍政部列車取締り指揮　・タバコ六千本　
列車取締で押収

S23.01.22 違反通報せよ　魚菜取締に軍政部声明

S23.01.24 月末完納望む　ヴ軍政隊長声明

S23.01.30 本県の芋供出を賞揚　中国軍政部・ス大佐から声明書　・
米、買上げの早急完遂望む

S23.02.04 心から敬意　軍政隊長、完納を称讃

S23.02.08 取締り断じて緩めず　軍政部、決意を表明　・一般市民の協
力を要請　記者団と質疑

S23.02.09 三ヶ月間は監視　軍政隊徴税にも関心

S23.02.11 機会逃すな　通信教育に軍政部声明

S23.02.13 性病治療へ　軍政部発表

S23.02.21 軍政隊・完納を表彰　再建に偉大な模範　さらに割當以上
の供出へ　・身に余る賞辞　西尾知事語る

S23.02.24 婦人講習会　軍政部の主催で

S23.03.02 使用人に特別権利なし　鳥取軍政隊声明　・軍政隊　保護
事務を査察

S23.03.05 軍政部が巡回講演

S23.03.09 店頭掲示を　鳥取軍政隊から食品店に注意

S23.03.10 所得税　本月末完納　鳥取軍政部発表

S23.03.11 取締は続ける　鳥取軍政部声明

S23.03.15 心配なく相談せよ　軍政部・家事裁判所の意義強調

S23.03.20 委員投票で決せよ　農業会解散に軍政部声明

S23.03.22 滞納せば差押え　軍政部税納入に見解表明

S23.03.23 部落会を開け　農組法理解のため　軍政部声明

S23.03.24 納入終る迄税務を監視　軍政隊声明

S23.03.25 納税は月末迄に　再査定に自ら立合え　軍政部声明　・外
人の滞納も財産差押え

S23.03.29 差押え四百余　鳥取軍政部発表

S23.04.03 小作に法的支持　軍政声明

S23.04.07 納税十日が締切　軍政部警告

S23.04.18 今後増加されず　事前割當は農民援助　軍政隊声明

S23.04.24 医家の協力　軍政部から要請

S23.04.24 決定速かに　軍政部代表談

S23.04.25 協力は当然　児童福祉週間に鳥取軍政部声明

S23.04.27 一割増産　講演会に参加せよ　鳥取軍政隊から声明

S23.04.29 運休騒動　“宿泊料出します！”　怒る乗客に管理部ひら謝
り　・軍政部から勧告　・全員が復帰　ダイヤ平常に戻る

S23.05.01 自給肥料利用　軍政隊代表談



占領軍に関する記事一覧（日本海新聞　1945.8～1951.10）

掲載日 見出し

S23.05.05 野球道具も揃う　明るくなった奨徳校　・思いやりと工夫　鳥
取軍政隊から声明

S23.05.09 十日までに完了　供出割當に決意促す　軍政隊長声明

S23.05.09 労働ボスに頼るな　鳥取軍政部から警告

S23.05.12 組合で厳重懲戒　山猫争議に軍政隊声明

S23.05.14 軍政隊将校のみた新学制　朝礼は“異様”な感じ　号令中心
の軍国主義

S23.05.19 教育の機会与えよ　親の経済力に関りなく　軍政隊声明

S23.05.29 米軍被服も配給　リンク物資は公正に　軍政隊声明

S23.06.22 “理解に力注げ”　労基法違反に軍政部談

S23.07.08 労組の震災募金　◇・・鳥取軍政隊が称揚

S23.07.13 職場の理解へ　安定所が展示会　・軍政部も讃辞

S23.07.14 来月十日迄に完了　麥供出に軍政隊指示

S23.07.15 百％供出へ　軍政部隊声明

S23.07.23 完納へ“ゆくての星”　軍政部　供出優良村に讃辞

S23.07.28 平和条項は協約の生命　鳥取軍政部強調

S23.08.03 立入禁止区　軍政部が注意

S23.08.05 読み書きの能力を調査　本県では倉吉・矢送両地で　・軍政
部から協力を要望

S23.08.08 輸入砂糖　不純物なし　鳥取軍政部言明

S23.08.09 強要通報せよ　軍政部から警告

S23.08.10 減量は被災農だけ　割當補正に軍政隊長警告

S23.08.13 軍政部立会い　読み書き調査

S23.08.14 供麥完納　報告急げ　軍政部強調

S23.08.16 軍政隊長讃辞　新麥供出完遂

S23.08.17 最大限に利用　肥料割當　軍政部声明

S23.09.03 納税申告に軍政部から注意

S23.09.04 麥の供出を急げ　軍政隊長、県村長に警告　・完納を確約　
きょう四日中に

S23.09.04 借地契約は農委に相談　軍政部から注意

S23.09.04 孤児を慰む　軍政隊長夫妻

S23.09.06 桜会館明渡しを要請　市民に利なし・軍政部の見解

S23.09.10 婦人も選べ　鳥取軍政部声明

S23.09.15 早期供出に報奨金　鳥取軍政部声明　今月中は米一石に
千圓S23.09.17 進んで立て　軍政部教委有資格者に勧奨

S23.09.17 協力は惜しまぬ　共同募金　軍政部と懇談

S23.09.22 衛生状態普通　軍政部肉屋検査

S23.09.30 助け合って投票　軍政部　教委選挙に勧告

S23.10.02 応募者に「愛の羽」　共同募金あの手この手　・真先に寄付　
鳥取軍政隊長

S23.10.10 麥事前割当に輝く記録　スナイダー中国軍政司令官から讃
辞S23.10.14 重要性を認識　教委選挙に声明　鳥取軍政部

S23.10.17 超過供出に努力　鳥取軍政部係官語る

S23.10.22 軍政部発表　農家の経営を保護　供米のパリテイ価格算定
法S23.10.30 素晴しい米軍物資　超過供出に贈り物　軍政部声明

S23.11.18 セ中佐着任　鳥取軍政隊長後任　バ隊長は先月帰国

S23.11.18 少かった募金　互助精神をかく　鳥取軍政部見解を表明

S23.11.18 引揚者大会　課税の減免など　軍政隊長臨席に決議

S23.12.08 明るい歳末へ　愛の週間　孤児に菓子など　軍政部からも
贈り物

S23.12.08 目標は二百％　共同募金に軍政部表明

S23.12.24 PTAから給料うけるな　軍政部が勧告

S24.01.18 団体の反税は違法　納税に遵法精神　軍政隊長語る

S24.02.27 軍政部が表彰　供出優良町村

S24.03.28 専従者給与は違法　鳥取軍政部から警告

S24.04.22 花束にニコニコ　セ軍政隊長夫人来鳥

S24.04.26 軍政隊長から談話　鳥取市長選挙　・中田氏も出馬か？

S24.05.10 ・高かった棄権率　軍政隊長談　原因検討せよ

S24.05.21 自力で困難克服　経復委　軍政隊長が激励

S24.05.24 混乱をねらう扇動　リコール問題に軍政隊長談

S24.07.21 進駐軍の家庭も訪ねる　美穂村婦人会が社会見学

S26.03.10 39ヵ所を捜索　進駐物資所持で

S26.08.25 進駐軍物資不正所持で摘発　取引額は十数万ドル　米子中
心に十二ヵ所急襲

S26.08.27 さらに一名を検挙　進駐軍物資の不正所持
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題名：軍政活動半月報（～1946年 8月 31日） 

宛先：陸軍郵便番号 343 第８軍 総司令官 

 

アメリカ太平洋陸軍総司令部作戦指示 4/48添付書類（1945年 11月 29日付）に従って以

下の報告書を提出する。 

 

１．民事行政の状況 

a. 行政構造 

b. 住宅 

c. 闇市場 

d. 公共福祉 

e. 製造業 

f. 鉱業 

g. 漁業 

h. 林業 

i. 農業および食糧配給 

j. 労働 

k. 財政 

２．政党と政治活動 

３．連合国軍最高司令官指令に対する日本政府機関の遵守状況 

a. SCAPIN 775（1946年 2月 27日）「社会救済に関する覚書」および SCAPIN 945

（1946年 5月 11日）「政府の公衆衛生福祉活動の再編」 

b. SCAPIN 598（1946年 1月 15日）「日本船員厚生援護会の設立」 

４．深刻な伝染病の発生地と程度 

a. コレラ 

b. 赤痢と腸チフス 

５．占領軍と日本国民の関係性 

６．その他重要事項 

a. 不法入国と密輸 

b. 当該地方自治体に対して連合国が行った要求 

c. 公衆衛生 

d. 本国送還 

e. 調達 

f. 教育 

 

ジェームス・K・アリマ中尉 

CMP 



鳥取軍政隊レポートの残存状況
（鳥取県立図書館HPでフィッシュ番号入力で検索可能）

日付 表題 収録フィッシュ 頁 備考

1945.10.19 - 1948.10.19 "The first military…"で始まる文章１枚 WOR-20922 26 p27に付属か　※『軍政（ナンバーMG）レポート』に収録

1945.10.19 - 1948.10.19 Occupational History of Tottori Military Government Team WOR-20922 27 スタッフの写真　※『軍政（ナンバーMG）レポート』に収録

1946.06.13-1949.10.2? General Orders WOR-20929 325 ※『軍政レポート』に収録

1946.08.1,07.11 Semi Monthly Activities Report WOR-20923 53 46年7,8月分　※『軍政レポート』に収録

1946.08.31 Semi Monthly Activities Report WOR-20922 44 46年7月分　※『軍政レポート』に収録

1946.09.07 Semi Monthly Activities Report WOR-20923 54 46年9月分　※『軍政レポート』に収録

1946.09.09 Semi Monthly Activities Report WOR-20923 55 46年9月分　※『軍政レポート』に収録

1946.09.16 Semi Monthly Activities Report WOR-20923 48 46年9月分　※『軍政レポート』に収録

1946.10.01 Semi Monthly Activities Report WOR-20923 56 46年9月分　※『軍政レポート』に収録

1946.11.01 Semi Monthly Activities Report WOR-20923 57 46年10月分　※『軍政レポート』に収録

1947.01.06 Semi Monthly Activities Report WOR-20923 68 46年12月分　※『軍政レポート』に収録（46年11月分も収録）

1947.01.06 Semi-monthly Military Occupational Activities Report G2-01127 567 46年12月分（p68に同じ）ANNEXと本文が逆順

1947.03.03 Semi-monthly Military Occupation Activities Report G2-01126 552 47年2月分

1947.03.31 ANNEX F WOR-20928 318 47年3月分

1947.04.04 Semi-monthly Military Occupation Activities Report G2-01126 537 3月20日付文書への回答

1947.05.? Monthly Military Occupational Activities Report G2-01126 515 4月30日付文書への回答

1947.06.? Monthly Military Occupational Activities Report G2-01126 527 47年5月分（ANNEXのみ）

1947.06.01 Monthly Military Occupational Activities Report WOR-20923 83 47年5月分

1947.07.01 Monthly Military Occupational Activities Report WOR-20924 95 47年6月分

1947.08.01 Monthly Military Occupational Activities Report WOR-20924 107 47年7月分

1947.08.01 Monthly Military Occupational Activities Report G2-01125 500 47年7月分（p107に同じ）

1947.09.01 Monthly Military Occupational Activities Report WOR-20924 123 47年8月分

1947.10.01 Monthly Military Occupational Activities Report WOR-20925 137 47年9月分

1947.10.01 Monthly Military Occupational Activities Report G2-01125 483 47年9月分（p137に同じ）

1947.11.? Monthly Military Occupational Activities Report G2-01124 469 47年10月分（p156に同じ）※本文とANNEXが逆順

1947.11.01 Monthly Military Occupational Activities Report WOR-20925 156 47年10月分

1947.12.? Monthly Military Occupational Activities Report G2-01124 454 47年11月分（p172に同じ）

1947.12.01 Monthly Military Occupational Activities Report WOR-20925 172 47年11月分

1948.01.? Monthly Military Government Activities Report G2-01124 435 47年12月分（p188に同じ）

1948.01.01 Monthly Military Government Activities Report WOR-20926 188 47年12月分

1948.01.14 Unit Occupational History WOR-20922 25 48年1月分

1948.01.14 Unit Occupational History Report WOR-20923 79 48年1月分（p25に同じ）

1948.02.? Monthly Military Government Activities Report G2-01123 407 48年1月分（p202に同じ）　※本文とANNEXが逆順

1948.02.01 Monthly Military Government Activities Report WOR-20926 202 48年1月分

1948.02.12 Unit Occupational History WOR-20922 24 48年1月分

1948.02.12 Unit Occupational History Report WOR-20928 314 48年1月分（p24に同じ）

1948.03.01 Monthly Military Government Activities Report WOR-20926 213 48年2月分

1948.03.05 Monthly Military Government Activities Report G2-01122 395 48年2月分（p213に同じ）397と398の間に2頁分ヌケ。

1948.03.12 Unit Occupational History WOR-20922 23 48年2月分

1948.03.12 Unit Occupational History Report WOR-20928 316 48年2月分（p23に同じ）

1948.04.01 Monthly Military Government Activities Report WOR-20927 227 48年3月分

1948.04.05 Monthly Military Government Activities Report G2-01122 376 48年3月分（p227に同じ）

1948.04.10 Unit Occupational History WOR-20922 22 48年3月分

1948.04.10 Unit Occupational History Report WOR-20928 319 48年3月分（p22に同じ）

1948.05.05 Monthly Military Government Activities Report WOR-20927 248 48年4月分

1948.05.05 Monthly Military Government Activities Report G2-01121,2 357 48年4月分（p248に同じ）　※ANNEX　B1とB2が逆順

1948.05.11 Unit Occupational History WOR-20922 21 48年4月分

1948.05.11 Unit Occupational History Report WOR-20928 321 48年4月分（p21に同じ）

1948.06.04 Monthly Military Government Activities Report WOR-20928 270 48年5月分

1948.06.04 Monthly Military Government Activities Report G2-01123 416 48年5月分（p270に同じ）

1948.06.11 Unit Occupational History WOR-20922 20 48年5月分

1948.06.11 Unit Occupational History Report WOR-20928 323 48年5月分（p20に同じ）

1948.07.06 Monthly Military Government Activities Report WOR-20928 291 48年6月分

1948.07.9 Unit Occupational History WOR-20922 19

1948.09.10 Unit Occupational History WOR-20922 18

1948.10.22 Unit Occupational History WOR-20922 17

1948.11.13 Unit Occupational History WOR-20922 16

1948.12.9 Unit Occupational History WOR-20922 15

1949.01.13 Unit Occupational History WOR-20922 14

1949.02.11 Unit Occupational History WOR-20922 13

1949.04.11,03.11 Unit Occupational History WOR-20922 12

1949.06.10,05.10 Unit Occupational History WOR-20922 11

1949.08.10,07.11 Unit Occupational History WOR-20922 10

1949.10.11,9.12 Unit Occupational History WOR-20922 9

1949.11.14 Unit Occupational History WOR-20922 8

1949.11.30 Unit Occupational History WOR-20922 4

1949.11.30 Unit Occupational History WOR-20922 39 p.6-7の重複

ANNEX B-1 PHW-01465 575 49年8月分

ANNEX B-1 PHW-01465 577 49年7月分

ANNEX B-1 PHW-01465 579 49年6月分

ANNEX B-1 PHW-01465 581 49年5月分

ANNEX B-1 PHW-01465 583 49年4月分

ANNEX B-1 PHW-01465 584 49年3月分

ANNEX B-1 PHW-01465 587 49年2月分

ANNEX B-1 PHW-01465 588 49年1月分

ANNEX B-1 PHW-01465 590 48年12月分

ANNEX B-1 PHW-01465 591 48年11月分

ANNEX B-1 PHW-01465 593 48年10月分

ANNEX B-1 PHW-01465 595 48年9月分

ANNEX B-1 PHW-01465 596 48年8月分

ANNEX B-1 PHW-01465 598 48年7月分

ANNEX B-1 PHW-01465 599 48年6月分

ANNEX B-1 PHW-01465 601 48年5月分

ANNEX B-1 PHW-01465 602 48年4月分

ANNEX B-1 PHW-01465 603 48年3月分

ANNEX B-1 PHW-01465 605 48年2月分

ANNEX B-1 PHW-01465 606 48年1月分

ANNEX B-1 PHW-01465 607 47年12月分

ANNEX B-1 PHW-01465 608 47年11月分

ANNEX B-1 PHW-01465 610 47年10月分

ANNEX B-1 PHW-01465 612 47年9月分

ANNEX B-1 PHW-01465 614 47年7月分

ANNEX B-1 PHW-01465 616 （島根県関係の記事が混在したもの）

ANNEX B-1 PHW-01465 618 47年6月分

ANNEX B-1 PHW-01465 620 47年5月分

ANNEX B-1 PHW-01465 623 47年3月分

ANNEX B-2 PHW-01466 624 49年8月分

ANNEX B-2 PHW-01466 626 49年7月分

ANNEX B-2 PHW-01466 628 49年6月分

ANNEX B-2 PHW-01466 631 49年5月分

ANNEX B-2 PHW-01466 633 49年4月分

ANNEX B-2 PHW-01466 636 49年3月分

ANNEX B-2 PHW-01466 638 49年2月分

ANNEX B-2 PHW-01466 640 49年1月分

ANNEX B-2 PHW-01466 642 48年12月分

ANNEX B-2 PHW-01466 644 48年11月分

ANNEX B-2 PHW-01466 646 48年10月分

ANNEX B-2 PHW-01466 648 48年9月分

ANNEX B-2 PHW-01466 650 48年8月分

ANNEX B-2 PHW-01466 652 48年7月分

ANNEX B-2 PHW-01466 655 48年6月分

ANNEX B-2 PHW-01466 658 48年5月分

ANNEX B-2 PHW-01466 663 48年4月分

ANNEX B-2 PHW-01467 668 48年3月分

ANNEX B-2 PHW-01467 674 48年2月分

ANNEX B-2 PHW-01467 678 48年1月分

ANNEX B-2 PHW-01467 680 47年12月分

ANNEX B-2 PHW-01467 682 47年11月分

ANNEX B-2 PHW-01467 684 47年10月分

ANNEX B-2 PHW-01467 687 47年7月分

ANNEX B-2 PHW-01467 689 47年6月分

ANNEX B-2 PHW-01467 691 47年5月分
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７月２９日開講（全９回） 

連続講座 占領期の鳥取を語る会 
 

7月 1日の講座開催後は、鳥取軍政隊（Military Government Team）の英文活動報告の

解読や、終戦直後の鳥取のことを知るゲストスピーカーのお話や GHQに関係のある建物を

巡るフィールドワークなどを行う講座「占領期の鳥取を語る会」を月１回行う予定です。 

第 1回は 7月 29日に開催しますので、本日配布した Semi-monthly Military Activities 

Report" （1946.8.31）を解読のうえ御参加ください。なお、英語に自信のない方も英語ア

ドバイザーが助言をしますので、占領期の鳥取の歴史や GHQ英語に興味のある方は奮って

御参加ください。 

 

 

日程（いずれも土曜日／変更の場合あり） 

平成 29年：7月 29日、8月 26日、9月 16日、10月 14日、11月 4日、12月 9日 

平成 30年：1月 20日、2月 10日、3月 3日 （計 9回） 

 

会場 

鳥取市歴史博物館 地下 1階 研修室 

  

内容 

ア）軍政レポートの解読（毎回） 

TOTTORI MILITARY GOVERNMENT TEAM（GHQ鳥取軍政隊）が作成し 

上級機関に報告した "Semi-monthly Military Activities Report" （1946.8～） 

を参加者が分担して解読・報告して、澤田委員（翻訳）が助言を行う。 

イ）占領時代の体験報告（2～3回程度） 

ゲストスピーカーを招いて占領軍との関わりや占領時代の鳥取県の暮らしを語って

いただく。 

ウ）ＧＨＱにゆかりのスポットめぐり（2回程度） 

樗谿グランドアパートなど、鳥取に進駐した占領軍に関係する建物などを視察する 

 

人数 10～20名程度（想定） 

 

担当 小山・西村（県史編さん室） 横山（鳥取市歴史博物館） 

 

占領期の鳥取を語る会 西村芳将 

鳥取県立公文書館県史編さん室 

0857-22-4620 


